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住民の生活環境悪化等の弊害も指摘されている(山口 2005 p.44-46、原田ら 2009 p.117,123-125)。 
本論は沖縄県で開催された「ECO スピリットライド＆ウォーク in 南城市」を事例に、地域資源を生
かしたスポーツツーリズムの在り方について検討を行う。 



















めにして行われた（2012 年 10 月）。大会会場には千葉県全域の物産展が多数出店しており、参加者、
応援者、観戦者、ボランティアスタッフ等による経済効果も大きく、TV 等のニュースでも取り上げら
れて県全体の宣伝にもなったようだ。スポーツやスポーツイベントへの参加・観戦を目的に観光行動
をする人をスポーツツーリスト（山口 2005  p.107）と呼ぶ。他のツーリズムと異なった特徴とし
て、スポーツツーリズムは観光の主体がスポーツツーリストであること、観光資源は体育館やスタジ
アムといった運動施設だけではなく、海や山等の自然環境であったり、オリンピックやワールドカップな
































事業」として「ECO スピリットライド＆ウォーク in 南城市」、「石垣アースライド」、「美ら島オキナ
ワ Century Run 2012」など 6 つのプロジェクトが選定された。 
 
 
３．事例「ECO スピリットライド in 南城市」における 
イベント参加者のモチベーションと地域資源について 
 




前年まで別々に行われていた「ECO スピリットライド in 南城市」と「東御廻り国際ジョイアスロン
in 南城市」の２大会が統合され、自転車で聖地や遺跡を巡るライド部門は 160km、80km、50km、
30km の 4 コース、徒歩で巡るウォーク部門は 20km、14km、7km の 3 コース（同距離コースが設
定されたノルディックを入れると計 6 コース）が設定された。ライド部門はユインチホテル南城前が
スタート＆ゴール地点となり、532 人が参加した。ウォーク部門はグスクロード公園がスタート地点、
ユインチホテル南城がゴール地点で、739 人が参加した。大会の参加者は計 1271 人となった（4）。我々
が実施した事前アンケートは、それぞれのスタート地点に集合した双方の参加者に対して行われた。
本章ではこれら 2 部門のアンケートを比較することにより、今回のイベントの特徴を分析していく。 
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図５ ライド部門参加者の居住地  図 6 ウォーク部門参加者の居住地 














































図 7 ライド部門参加者の参加理由 
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図 8 ウォーク部門参加者の参加理由 
    
図 10 ウォーク部門参加者の参加歴
   





























   




















図 13 ライド部門参加者で、これまで世界遺産や    図 14 ウォーク部門参加者で、これまで世界遺産や 












































本章では健康安全管理について検証を行う。まず、「ECO スピリットライド&ウォーク in 南城市」
のコース内容・参加費は表 1－1 と表 1－2 の通りである。 
 
表 1-1 コース内容 ＜ライド(自転車)部門＞ 
コース名 距離 参加費 定員 完走者／参加者数 
ライド A（センチュリー） 160 
ｋm 
8000 円 
中学生以下 5000 円 250 人 197／230 人 
ライド B（南部一周） 80km 同上 250 人 190／214 人 
ライド C（南城市ふれあい） 50km 7000 円 
中学生以下 4000 円 200 人 43／50 人 
ライド D（斎場御嶽・久高島めぐり） 30km 同上 30 人 28／30 人 
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表 1-2 コース内容 ＜ウォーク部門＞ 
コース名 距離 参加費 定員 完歩者／参加者数 
ウォーク A(ファミリー) 7km 2500 円 
中学生以下 1500 円 300 人 285／295 人 
ウォーク B(ミドル) 14km 同上 300 人 184／199 人 
ウォーク C(チャレンジ) 20km 同上 100 人 131／134 人 
ウォーク D(ノルデｲックファミリー) 7km 同上 100 人 31／31 人 






・測定項目   運動前後の体重（脱水率を算出＊）／ 運動前後の体温 






表 2 データ人数 35 人の内訳 
＊脱水率の算出方法  
運動後体重 ― 運動前体重…(1)  
(1) ÷ 運動前体重×100 …(2)   








160km コース 12 人 
80km コース 7 人 
50km コース 5 人 
30km コース 4 人 
ウォークコース 2 人 
コース不明 5 人 
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次に運動前後に測定した体重から脱水率を算出した。脱水率が 2%を上回った者は 28%であった。
脱水率 2%以上の者のコース別内訳比率をみると、160km コースでは 68%(7 名)、80km コースでは
14%(1 名)であった。50km 及び 30km コースには脱水率が 2%以上の者はいなかった。参考までにウ
ォーキング部門では脱水率 2％以上は 2 名であった。160km コース参加者についてさらに詳しく分
析を進めると、脱水率が 2%以上の 7 名のうち 4 名と脱水率が 1.96%であった 1 名は「熱中症の症状
（頭痛、めまい、吐き気、足が痙る等）の有無」で「有り」と答えていた。アンケートにはおよその
補水量を記入してもらったが、脱水率 2%以上の者の補水量は 1000～2000ml であった。補水量 2300









































ス配分」が 38％、「気候対策不足（寒さ・暑さ）」が 29%、「熱中症対策不足」が 20％であった（図
19）。その他「参加した感想・改善点」の自由記述アンケートでは「エイドはもっと多い方がよい」
という意見が複数あった。コースに関しては「起伏のあるコースはそれがわかるように表示をしてほ




























































 ここではエコスピリットライド 2012 年の事後アンケートの結果を分析する。さらに塩月他 (2012)
が行った 2011 年に開催された同イベントとのアンケート結果との比較を試みる。前回のアンケート
223
では東御廻りコース 30km と B コース 80km の
2 種類の集計を行っている。今回のアンケートは
一括してなされているので比較には注意をする。
また、実際に A コース 160km を走った際の筆者
(丹野)の実感を踏まえてこのアンケートを検討
する。 







 全被験者数は 75 である。まずは図 20 より男
女別の構成比を見ると男性が 69％を占めている。



















図 20  性別 
図 21 年代標本数 















































 図 24 には自転車イベントの経験の有無がまと
められている。約 8 割が経験者である。前回の


















図 23 居住地 
図 24  自転車イベント歴  





























































 図 28 にはどのくらい費用がかかったか客観的
な数字が記されている。半分以上の参加者が 1 万




















図 27 イベント参加費 
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いる。そして、1 名を除いてまた参加したいに「はい」と答えている。その 1 名は県外の参加者であ
ったので地元を中心とする参加者は、積極的のこのイベントに関わりたいと考えていることが分かる。
彼らのイベント参加費に関する設問には 25 名が「丁度良い」と答えている。残り 2 名が「高い」を
回答している。全体では 71.6%の参加者が参加費が丁度良いと考えているので、満足度が大変高い参
加者ほど参加費が妥当だと見なしている。また、イベントにかかった費用が「1 万円以下」と答えた






























9 仲間で一緒に走って楽しかった。80km はもう一つｴｲﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝほしいです。 
10 ｴｲﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝはもう少し増やした方がいいと思います 
11 達成感でいっぱいです 














表 3 事後アンケート自由記述 
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（3）2012 年 p.5（『平成 23 年度 スポーツツーリズム戦略推事業（モデル事業実施業務） 2012 ECO スピリ 
ットライド＆ウォーク実施報告書』）。 




（6）「2011 ECO スピリットライド in 南城市」の事前アンケート調査においても、サイクリング、なかでも特に
長距離コースの参加者に関しては、沖縄の聖地巡りよりも自転車そのものに興味がある人が多いことが明ら
かとなった。その調査では、今後は他のサイクリングイベントと差別化するためにも、沖縄らしい魅力ある
観光資源のアピールを今以上に行っていくことが欠かせないと論じた（塩月、丹野、渡辺 2012 年 p.47 参
照）。 
（7）2012 年 p.5,p.32（『平成 23 年度 スポーツツーリズム戦略推事業（モデル事業実施業務）2012 ECO スピ
リットライド＆ウォーク実施報告書』）。昨今のパワースポットブームや NHK ドラマ「テンペスト」（原作：
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